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対馬南警察署協議会第２回会議議事概要

日 時 令和２年４月15日（水） 13時30分～15時00分

場 所 対馬南警察署講堂

１ 協議会
橘会長 安田委員 酒井委員 河原委員 前川委員

２ 警察署
出 席 者 森田署長 堀副署長 白田警務課長 谷口交通課長

３ 書 記
警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について
交通課長から、前回協議会の提出意見である「交通安全総合対策

の推進」に対する推進状況について、次のとおり説明があった。
(1) 「運転者対策」について
ア 多目的検問の実施

過去の飲酒運転検挙状況を分析し、飲酒運転取締りを目的と
した多目的検問を実施した。

イ 街頭活動の強化
過去の横断歩道における事故状況を分析し、交通事故発生場

所を中心とした警戒活動及び交通取締りを実施した。
(2) 「高齢者対策」について
ア 高齢運転者に対する戸別訪問活動の実施

高齢運転者に係る交通事故を抽出し、高齢者宅を個別に訪問
して交通安全教育を実施した。

イ 運転適性診断の実施
会議の状況 運転に支障がある高齢者を抽出し免許証の自主返納を促すた

め、高齢者の運転適性相談を積極的に実施した。
ウ 安全運転相談窓口の設置

令和元年11月22日から「運転適性相談窓口」の名称が「安全
運転相談窓口」に変更になったことから、同制度の周知を図った。

エ 自主返納制度の周知徹底
本年２月に開催された「対馬病院認知症疾患医療センター連

携協議会」において、高齢者の運転免許証の自主返納制度の説
明を呼び掛けた。

オ 交通規制の見直し
円滑な交通環境を整備するため、現場調査を実施した結果、

合計８か所の見直し箇所を抽出し、今後、必要な交通規制の見
直しを予定している。

カ 二次点検プロセス箇所の抽出
他署管内で発生した交通死亡事故の道路形状を参考にして、

当署管内において同種の交通事故を防止するため、先制的な道
路改良を目的とした二次点検プロセス箇所を抽出した。

２ 令和２年１月から３月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進
ア 高齢社会総合対策重点推進地区の指定
イ 110番の日における広報キャンペーンの実施
ウ 対馬市ケーブルテレビを利用した広報活動の実施



エ 独居高齢者宅の訪問活動
オ 振り込め詐欺対策機能付き電話機の贈呈

(2) 振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の被害防止
ア 振り込め詐欺未然防止功労者への感謝状贈呈
イ 振り込め詐欺対策機能付き電話機の贈呈
ウ 自動通話録音（警告）機の貸出し

(3) 進学・進級時における少年の非行・犯罪被害防止
ア 薬物乱用防止教室の実施
イ 不審者侵入対応訓練の実施
ウ 県下一斉街頭補導の実施

(4) 歩行者関連交通事故防止のための諸対策の推進
ア 多目的検問の実施
イ 街頭活動の強化

(5) 沿岸諸対策の推進
ア 厳原港における検問・職務質問の強化
イ 関係機関との連携
ウ 各種広報活動の推進

(6) 国際テロ諸対策の推進
ア 関係機関との連携
イ 関係機関団体との合同訓練

(7) 組織的な高齢者の把握活動の推進
ア 高齢者の犯罪被害防止活動
イ 巡回連絡による広報活動
ウ 広報活動の実施

３ 令和２年４月から６月までの業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進
(2) 振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の被害防止
(3) 進学・進級時における少年の非行・犯罪被害防止
(4) 交通安全施設の点検整備の推進
(5) 各種災害に対する事前対策及び梅雨期における災害防止対策の
推進

(6) 来日外国人犯罪及び不法滞在・不法就労防止対策の推進
(7) 事件・事故の防止に向けた街頭活動の強化
(8) 山岳事故防止対策の推進

○ 地域の安全確保に資する街頭活動の推進について
提 出 意 見 あらゆる事件・事故・災害に対応し、市民の安全を確保するた

め、警察力を結集した街頭活動を推進してもらいたい。


